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編　集　後　記

臨床神経学｜2024｜64巻 9号 697

読者の皆様も，人工知能（AI）の目覚ましい進歩を感じ
ていることと想います．PCやスマホのアプリケーション
でも AIのアシスタント機能を備えるものが増えています．
便利であるがゆえに，子供が使用することに対して推進派
と反対派が存在し，暫定的なガイドラインが作成されまし
た．AIの使用により子供の成長を妨げるのは良くない影
響ですが，賢く使用することで子供の成長を促進すること
が期待できます．
話題に事欠かない AIですが，医学の分野でもその影響
が急速に広がっています．AIによる画像解析，病理診断
支援，臨床診断支援，薬物開発支援，治療選択支援，AI

ガイド手術，転帰予測など，多岐にわたって実用化が進み
つつあります．本年 1月より発刊された NEJM AIが話題
になりました．臨床神経学を含め，論文の著者として生成
系 AI（大規模言語モデル）を認めないとする雑誌も増え
ています．しかし，論文作成や添削，査読において，AI

を有効に活用していくことが重要になっていく可能性が高
いと感じています．そのためには，独自の研究を関連する

指針を守って論文にすることが必要です．
AI使用により論文のプロセスが効率的になると推測さ
れますが，AIには誤りが含まれることも事実です．AIの
使用が許可される環境でも，最終的な判断は人間が行わな
ければなりません．AIの著作権に関する考え方も提示さ
れていますが，著作権侵害の要件である類似性や依拠性を
どのように示すかも解決されていないと思います．AIが
作成した論文を判定する AIが利用できるようになってい
ますが，まだ精度に限界があるようです．多くの問題が未
解決である AIと論文の関係ですが，10年後にはこの関係
が進化していることは疑いないと感じます．臨床神経学の
投稿規定（2024年 4月 1日改定）で「生成系 AI（大規模
言語モデル）使用について」が追記されました．この規定
を守りながら AIを有効活用し，論文投稿につなげること
も選択肢になっています．今後も多くの論文投稿をお待ち
しております．

 （古賀政利）


